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1．19・　chyropsalidae に就い て

　Ischy1．  psahdac 科 1よ Trogn ！idae
，
　 Nem 〜13tomatidae 及 び Aclo が Dplllol コidae の 3 科 と 共 lc

PitlpatGius亜 目 の 閉氣門類 Dysp ］コoi を形成 Lノ て ゐ る。此群 は盲蛛 目 （瞽蟲 目） 中で は極 め

て 珍 稀な部類 lc屬 し ， 普通 の メ ク ラ グ モ 類 ］t］us ］moi を見 なれ て ゐ る 都 こ は隨分風變 りな動

物で あ る。 こ の Ischyl列 〕salldRe に 1よ現左 壬羇約 as 種 知 られ て ゐ る 。 モ の 中最 も優勢た屬は

為 吻砌 ，sr鵬 で あ り
， 本科 の 大部分 の 種 1約 3P 種 ） を包含 して ゐ る。他 の 3 屬は僅少な種 の

み知 らる。邸ち Tfm’“ cu ．屬 に 4 極．　 Stbfteo？｝ 屬 に 3種 ，　 TOfnicoenm・lc．b”屬 に は 1種 の み しか 知

ら週Lて ゐ た い 。

　　　　　　　　　　　　　　 IL 地 理 的 分 布 と 生 態

　 Ischyr叩 s崩 勲 e に 黌す る是等 壬屬 の 地 理的分布及 び 生態を考 察す る に
， 其凡 て は歐 洲及 び

．北米 の み に 産 し ， 唯僅か 1こ S伽 観 屬の 1 種 区 c ・assilNlij ・e｝ の み が Tu 　ng ・k・−J・ n ・ ・ei 　Exp −

・edition に よ り シ ベ リ ア か ら報告 撰 して ゐ る に 過 ぎ な い 。其中 ム吻 〃
1
り）3略 屬は 中歐 及び 南

歐 の 山地乃 至 は 高山IPの み に 限 られ て 分布 して ゐ る。獨逸 に於 て は本屬は f，　heluFig・i・i，　J．　tCVtt一

傭 ‘匹 の 2 種 の み ガ 中部 山濫地 帶に棲息 し， 而 も彼 等 は極め て 稀に 發見 され る の み で あ る。其

他本屬 の 發 見 され る 地 方は佛薗 西 ， 伊太 利 ，
チ エ

ッ
ゴ ス n ヴ ァ キ ア

，
オ

ー
ス タ リー

，

〉、 ン ガ リ

・・一
，

ユ ー ゴ ース ラ ヴ ィ
7 ， ス ペ イ ン

，
・9 ル ト ガ ル ，瑞西 の 巾歐及び 南歐 の 諸 閣で あ る。而 し

て 本屬の も の は 彼の 國に於 て は濕潤 な る山 地 ， 樹 の 切株，落葉の 下や 石 の 下等 に棲息 し
，

叉

苔 類や 腐植質 の 多V ・土壤中に も見 出 され る。 然 して 茲 に 注 目す べ き は ， 其 多數が 1三記諸地 方

の 洞窟巾に抵 自、す る こ と で あ る 。 彼等は好 ん で 暗所 に 棲息 し， 而 も群 をた す事 はな く， 單 獨

に 發見せ ら恥 る の が 常で あ る。 又 J．COcso，乙魄 π ‘卿 ） 齢塚g如 6，｝廊 の 如 きはチ エ
ッ

コ ス ロ ヴ ァ キ ア

の Kredaricu　 l海抜約 22じ0 米 ｝の 雪原 か ら も發見 され て ゐ る し，1 紹 ω f卿 は Monte 　Rosa

よ り知 ら君L る。

　銑 ，
1
・餾 屬 の 一1種は 北米 の み に 産す る カ〜 本 屬の もの も山地 や 洞窟中に 棲息ずる も の ガ 多

い 。

　・Y・・bnacoii屬 ぱ稍分布 廣 く，
1 種は 歐 洲で は ピ レ ネ ー山胝 や北 部 ス ペ イ ン 地 方 tc， 2 種 は北

米 に 産す る a 而 し て 前述せ る如 く本 鸚 の 1 種で 北 米 の と 共通 種が シ ベ リア の Ye1慮 ei 河岸 よ

　 　動 砺學 鮮 ．第 51 卷，第 ？號，佐 々 木忠 次 戴博士 記念 號，昭和 コd 年 （1939ン
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りも知 られ て ゐ る。

　7b？廟 脇 θ継 團 ま現 今唯 1 種 の み ア ラ ス カ の EI睡 山の Mail即 ina ガく河か ら知 られ る にc

過 ぎな v・ 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　斯 くの 如 く：本科 の も の は主 と して 山地 性で ．濕潤な陰堆や ， 樹 の 切株 苔 の 『4， 石 の 下 等

に 棲息 し，叉 共多 くは 洞窟中か らも發見せ られ る。然 し一部 に は高 山性 の もの もあ り， 更に

甚しき は雪原 や氷 河中の 如 く極 め て 寒冷な處に も棲 慰す る こ と は生態上極 め て 興味あ る 事實

で あ る。

　次に 今迄 に 知 られた本科 の 産地 を岡示 して 一覽 に供せ ん 。

、

第 1 隅　Ischyropsa1idae の 分 布圓

　之 kCよつ て わ か る 如 く tsehyropsali：s　k は 中歐及び 南歐 に
，

殊 鶴 6斟 屬は北米 に ，
，SCi．bacovi

’
麝

は南歐 ， 北 米，
シ ベ リ ア に ，

TemicotneraLs’鶴ぽ ア ラ ス カ よ り知 られ て ゐ る。か くの 如 き興味

あ る分布 を爲 す珍稀た る 本類の 1 種が東洋 の H 本か ら知 られ た 事は地 理 的分布上 極 め て 注 目

す べ き事で あ る 。

11L　日本 に於け る Ischgropsalis の 發見

」瓢 の 如 く 1蜘 ・・，・齢 ・ 矚は現 今で は 中歐及 び南歐 に發見せ られ る の み で 他 の 何れ の 處 よ

り も知 られ て ゐない
1）。 と こ ろ で 最近 こ の 珍 奇な類に 屬する立 派な標本 が 我國よ り發見され

，
棲

各

η 尤 群 国 氏 に 據 る と 日本産 の も の と し て Din ・91・C・tha 　“lippm2ica 及 び C’

en：a　 sak ｛egtu ／
’hiiの 2屬 2 種

　 が 擧げ ら れ て 居 夢 ， 是 等 織 Dyspnoi に 屬 す る もの の や うで あ る が ， 是 等 は 只 學名 が 誕録 さ れ た の

　 み で 何等 の 記 載 も鬪 も な く ， そ の 眞相 を知 り得 な い の は 甚 だ 蓮憾 で あ る　（岸 田 1930
，

ユ936
丿 湯 原

　 1931， 植村 1934）．
．

と もか く IschPtopsal｛s は 我國 よ り 1ま知 られ た 事 は な い や うで あ り
丿 H本の 著名

　 な 成書 に は 何 れ も此 類 は 「本邦 に は 産 せ ず」 と明記 さ れて ゐ る・

！
．

1：、
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た の で あ る 。それ は當大學 の 阿部教授 に よ b1931 年 〔昭和 β年）IO 月 山 口 縣岩画町戡 山公園

〔北 緯約 3｛L
“

10f｝ の 小丘 陵地 の 朽木 の 下 に て 發見せ られ た の で あ る。 こ の 貴重な標 品は佐藤先

生に よつ て 愉 砂   嘸 属 の 一種 で あ る こ と が 指摘 され ， 爾來筆者は 兩先生 の 指導 の 下 に愼

重に 取調 べ て 來た と こ ろ，之 は 正 し く fs・・hyropsalis屬 IC入 る べ き もの で あ り， 而 もその 形 態
が歐洲産 の もの に比 して 極 め て 特 異で あ り，彼 の 國 の もの が 主 と し て 山岳地 帶 に棲息 す る に

對 して ， 今囘 發見 され た所 は 小丘 陵地 と云 つ て も全 く雫 地 同 樣 な 所 か ら得 られ た もの で あ ，

り，更 に採 集 さ れ た地 域 の 環境等生 態上 か ら見て も頗 る興 味深 い 。

次 に 本種 の 形 態的特 徴 蹴 い て 概略 を言己さん 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　本種 は極 め て 小形 で 全 長 3・6・min に 過 ぎな い 。頭胸部 と腹部 とは幅es，　ta ・ G ，1。。 kh 。u む
・

に

よ り互 ひ に分 たれ て ゐ る e 腹部の 全 背板は 楯 甲を形成す る事 は な い 。其大 部分 は軟か い 皮膚

で あ る 。唯第 ユ よ り第 8 の 各 Terg齬 は 各篩 中央 に 小 さな キ チ y 質の 板 を形 成 して ゐ る。 こ

の キ チ ン 板 vaは 多數 の WW の 小突起 が 殫不規則 で はある 嬾 列 硝 して 並 ん で ゐ る． そ しla
キ チ ン 板 の 兩側 の 軌 波 膚 の 上 に迄 こ の 粒列は及ん で ゐ る．第一の

“ 1・h・・ak ・lt。，9it・ は胸背

楓 醸 して 濔 倒前方は胸背齢 兩側 を多少包 圍 して ゐ る。第二 の
・
m 。，。 k−。 lt。、9i・・

は明か で

中央 は や は り小 さな キ チ ン 板を形成 し て ゐ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＝M ■

本 屬で蒋 曙 し嚇 後は上顎 で あ ll・、こ の 上顎 の 形態 は 分類上 の 標徴 と して 重要硯 さオL ，

而 も一般 に 盲蛛類で は第二 次性徴は雄 に於 て 著 しい が ， 此群 で は 反對 に雌に 之 が顯著 に 現 は

れ る の で 泌 本種 の 上顎 は そ の 長 劼 體 の 全長 Xb も大で あ り， 而 襁 大で特異踊 薦穿

ノ．．−

‘

〜

・−
唱　
’

丶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
、
　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　！

　　　　　　　　　　 第 2 圃
’
　lschitropsalds　8P ．山 口 縣岩國産 ca 　x　7．

起 鮪 して ゐ る a 皀P9 上顎 嚇 ・敬 は背面兩側 V・・2 列 」 外側 に 珊 下 面左 右 va　2 列 と
，

合計 5 列 の 桷 形の 突慰 域 る縱列 rb
・
ttあ る． 各列 の 突起の 數は 約 ・5乃至 2・ で あ り

， 其等
が 極 め て 規則正 し く密接 に 配列 して ゐ ．ts ｛第 2 亂 徇 此他に第 1 節 の 基部側 面 ICは各 1個の 細
長 礇 起が あ り・ 胴 節 の 先端背側 に 肭 ・筋 蹴 ふ 2 箇の 短大 の 強 い 突起が あ る．先端
稍外方 に は 1 筒 の 一層 長大 な突趙が見 られ る。第 2 節 は全面 に 小 さな 球形 を した顆粒駅の 突
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起 が あ る。第 2節 の 先端 と第 3 節 とは 鋏を形 成 して ゐ るが ，
乙 の 鋏の 内面 は大體 3 つ の 響艶部

　を作つ て ゐ る 。第 1 の 基部 の 彎曲部は比 較的短 く準滑で あ る。 唯第 2 の 彎曲部と の 境に 1 箇

　の 齒耿突起を具 へ て ゐ る。第 2 の 中央 の 彎曲部 に は繊細な剛毛 が 密生 して ゐ る。第 3 の 先端

の 彎曲部 vaは 基部の 牛分に 亙 つ て 6〜η荷の 小齒 を具 へ て ゐ る。

　　本種 の こ の 上 顎の 構造 を歐洲産 の Ischyrep．sctii
’
s 屬の 諸種 に 比較 して 見る と

， 爾者 の 闘 に は

　非常 な相違が あ り
， 日本蓙 の もの は彼等 に 比 し

一矚 強固に 武裝 され て ゐ る 。 邸ち 歐洲 産の も

　の は上顎 の 第 1 箚に は鋭 い 突起 を有 す る もの もあ b ，叉 多少 それ が 列 をな して 生 じて ゐ る
．
S

匂

の もあ るが ， 本種の 如 く第 1 飾の 全 長 IC亙 b ， 而 も極 め て 規則正 し く密接 して排 列 して ゐ る

　嫌な こ と は ない 。共上本穂 こ は そ の 突起 列が 5 列 もあ る の で
， 明瞭に 歐洲産 の も の か ら麗 別

　出來 る。又上顎 の 先端 の 鋏の 繕造に 於て も著 し く粗違 しゐ る ．鄙 ち歐洲 産の もの は鋏 の 内面

　は矢 張 り 3 つ の 彎 曲部をなして は ゐ るが ， H 本産の も の と異 な り，第 1 の 彎曲部 に 齒列 を其

　へ て ゐ る 。然 し第 3 の 彎曲部 に は全 く齒が な く爭滑な鉤 とな つ て ゐ る に 過 ぎ なV ・。 之 la反 し

　て 上蓮の 如 く日本産の もの は ， 第 ユの 彎曲部は寧 ろ雫滑で あ り
， 第 3 圖の 轡曲部に 齒列 を具

　へ て ゐ る。 し の 點 も本 種が 歐洲産の もの と異な る重要 な點で あ る 。是 等 の 相蓮は 第 3髑 に 示

　 した所 に よ つ て 明か に 知 り得 られ や う。第 3 圖の ．X ，B は 今囘發見 され た 日本薩 の も の で あ

　り，C ．　D
，
　E ぽ 歐洲産 の 最 も代表 的 な種 と して 知 らわ る 1．1ムθ鰄 癬 を示 した もの で す る。

’

　　斯 くの 如 く本屬 の 分類的標徴と して 最 も大切 な上顎 の 構造 に於 て
， 本種は歐洲 塵 の もの と

　全 く著 しい 相 違が あ り ， 既知種と は明か に 別種で あ る こ と は疑 ぴ な い 樣に 思ふ 。HAD 顔 1931 ）

　は チ エ
。

コ ス ・ ヴ 。 キ ア 産 の 五 か 姻 ・郡 鏑 を f，（lentipalPi，g 及び 1・　 tauT・icrtと共 に
，　 Od ・topc；iptt

　な る薪亞 屬 を設け ，
こ れ に 隷羈せ しめ て ゐ る。 こ 才しは こ の 三 者の 觸肢の 膝鰤 先端 内方 に 欝駄

　突起 を有す た めで あ る 。上述 の 如 く日本産の もの は著 しい 特徴 を有す るが 矚と して は明 か に

　Igchl　ropsalitg と して 宜 しい も の と思 ふが ， その 上顎 の 構造が 歐洲 産 の 者 に 比 して 餘 りに も相

　違 して ゐ る の で ，
H ．tpz1 の 例か らす る と 本種 の 爲 に 新亜 場を設け る位の 價値は あ り さ うに 思

　 はれ る 。然 し未だ 多 くの 個體を得 て を ら ぬ こ と で もあ り， 將來 IC待 つ べ きを至 當 と考 へ る。

　　觸肢 は細長 い 棒｝伏で 單純で あ る。 唯小 毛 を生 ぜ る の み で あ 翫 その 末 節の 先端には 爪を具

　 へ て ゐ たい 。　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　眼 丘は頭胸部 の 前方に あるが ，比 較的低 く， 中央は幅 の 廣 い 淺 い 溝 が あ る。

　　色彩は頭 胸部は大部分 が光 澤 あ る黒色で あ る ． 翻 1は稍 赤味あ る暗 褐色 左右 南縁は赤黄

　色で あ る溺 賊 の 軟 か 破 膚 の ua はr獺 色 中央の キ チ ン 質 の 板は赤味 あ る 暗褐 色 で あ

　 る。腹部下面 は稍汚 い 赤色 を呈 し て ゐ る。生 殖板と歩脚 の 基節表 両 は黄褐色 で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　 む　　　す　　　び

　羝 述の 如 く 1呂 chympsahdac は棚 しも山地性や 洞窟性 の もの が 殆ん ど凡 て で ， 中に は高 山

や ア ラ ス カ の 如 く極 め て 寒 冷な地 方に棲息 して ゐ る もの もある 。之 に 反 して 茲 に記蓮 した本

邦か ら發見 さtした種 は Mn 縣 糊 （北緯約 34
°
10’

｝ の 極 くueい 丘陵地で 得 られ た もの ℃ 從

來の 報 告に比 して 誠 に 興味深 い 事實で あ る 。
又 Isc］コyropsalidae科 の 産地 中で 比較的 南方と

見 られ る X ペ イ y
，

・S：　7Vl 一ガ ル ；伊太利等 の 各産地 も我 國の 岩國に比 す と何れ も北方 に位す

嵐 唯 ，sab［rcnvs，臨 rα螂 の 或種が北米 の 南 カ ル フ オ ル F ア
，

二 ＝… 一・カ ロ リナ 地 方に産 す る位
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が 我本州 よ り稍南方 1こ分布す る と思はれ る位で あ る。然 し Isch！1・ropstiS ・is屬は 歐洲 Vζの み しか

知 られ て ゐ な い し，そ の 分布 も今 囘 の 發見地 よ りは何れ も北 に 位置す る 樣で あ る。 恐 ら く我 　
t

が 岩國が 角鳩 岬 顧 S 属の 産地 と して 世界 的南限 の や う に思 はれ る。

　叉 本 科 の 多數が II」

岳地 帶に 好ん で 棲息

し，殊 1こ高 山の 雪原

や
， 更 に 　 GSIihacon

敵 ‘細 μ 5伽 の 如 きは

シ ベ リ ア の ms セ ー

河 流戡に ， 又 7b，rろ一

毫covne ・｝’？ss’b）
’yanti−i の

如 きは ア ラ ス カ の エ

リ ア ス 山 の M 藏 跚 P ・　
r

ina 氷河 の 如 く極 め

て 塞 冷な處｝こ も棲息

して 居 り
， 扁 も熱帶

地方 よ りは 未 だ嘗 つ A
て 報告せ 萌 レ免 そ 　 　
の 分布の 中心 が 中歐

及 び 南歐 ， そ の 一部 　　 　　　．

が 北米 の 局部 に 限 ら

れ て 居 る所 よ り推察

すれ ば ， 本群 の 動 物

は全 北匯 起源 の もの

で あ る こ と は 疑 ぴ な

い や うで あ り， これ

が 氣候寒冷 な地 質時

代 に 少か らざ る影響

を受 け て 現 今の や う

な分 布歌態 を呈す る

に至 つ た もの で は な

い か と 思 はオLる。塞

地 棲 の カ ハ シ ン ジ ユ

ガ ヒ 　 蕩1吻 癖 如 椛

C
第 3 圖　AB 盈 如 ノ0彈 α偽 sp ．♀ H 本 産 の も の

　　 　 A ．Chelice祀 の 先端部 　B ．　 Che 】王cere

　　 　 C ，T），ココ．　」．膕 吻 奮 （after 　 ilTlil．f．ER ）

　　　 C ．Cirelicere の 先端 部 ♀　 D ．　CheliCteTe　3
　　 　 E ．Che 至玉cere ♀

脳 rgr瞬 赫8 附 が 山 ロ ・廣島兩縣舜の 小瀬川 に産ず る事實は著名 に して こ の 貝 の 世界的最南限

と され て ゐ るが ， こ の 同 じ地方に 北 方系 の 珍 奇な メ ク ラ グ モ が 發見 され た の は更 に G の 種の

好例 を一 つ 加 へ た も の で あ る 。

　要す る に 今 囘阿部教授 に よ り山 口 縣 岩國町 よ り發見 され た本種 は東運 よ り知 られ た 最初 の

f
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 Rdstnn6  :,

      The  species  of  the fami]y  lschyropsa]idne  ]iye mainly  ip Et]Tope  aiid  North  America,

   They  aie  very  interesting baryesters found in mormtainous  aistricts and  eayes  ef  these

   countries.  Four  gellera, abotiC  36 species  of tbem  are'knoliyb  at  present  ill -the
 "'orld.

   Among  tbem  the genus  .tschyropsalis contains  tlie greate6t number  ef  species;  i. e., aboub  3C}

   species.  But  tbis genus  is reported  oll]y  from Middle alld. ,&mtb  Enrope, alld  even  in these

   eoulltries  tbe  Jisehy?"opsalts-spec'･ies are  Dnly  yer}' Tarels  fouJid. 1]btis they are  llot･ only  very

   rarely.  found but filsg  have  suc'h  peeuliar n]orpholagical  charaeters  that  they  are  easily

   distingnishable from thany other  common  harvesters. Namely, their cheliceres  are  very

   large ill sive  and  me$tly  lo]ger than  t･hejr bodies, furthermore they  are  strongls  armed

   with  spines  or  processes. And  an  illteTesting point  is that  in this group the  ehelieeres  o £

   the fema]es  are  inore  strongly  armed  than  t･hose of  tbe  males;  so  the  6eeondRry.sexual

   characters  of  t,he animals  are  more  evident  in the females.
      A  species  of  thiG interesting ge]ns .kichyropsal･is "'as  foz]nd recent･ly  in the  southerh  part
   oi  Japan, This example  was  collected  by Prof. Y. ABE  ab  Iwakuni, Yamaguti  kefectuTe
   (abont 34e 10' li, Lat.) 5n October, 1930, This -ewly  found ischyropsalds-species is different
   in mally  ebaracters  from other  speeies  of t･he san.Ae  genus that  v.ere  reported  from EiiroPe.
   It iFns  found under  a  decayed tree on-a  comparative]y  di:}' hill, and  from  the  ece]Qgioal

   point of yiew  the  diseovery of this Japsnese .ISchstrepsalis-species is yery  remarkable.  More-
   over,  

'it'makes
 tis be]ieve t'bat an  undoubted  species  of  Dyispnoi occurs  ih Japan, and  it is.

   a  very  intereslaing iact thaS  from  the  zoogeographica1  point of view  ,it indieates the  so"thern-

   most.  Iimit oi  t･he distTibut･ion ef  this geniis. In this pal)er I have described the  details oi

   the  species  and  thell diseussed t},e distribntio]t of  t,he {nteresting genus of  tschyropsalis.
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